


02SATOSHO03 SATOSHO

まちのわだい

満100歳おめでとうございます！

　８月15日に阿部玉枝さん（西平井）が満100歳を迎えら
れました。８月５日に入所されている里見川荘を訪問し、
町長が感謝状とお祝い金、県からの記念品を贈りまし
た。また、ご親族の方々も多数駆けつけ、賑やかに満100
歳の長寿をお祝いしました。
　阿部玉枝さん、これからもお元気で長生きをしてください。

里庄の一番熱い夜！
～第38回夏まつり里庄～

　８月４日、里庄中学校グラウンドにおいて、第38回
夏まつり里庄が開催され、約5,000人が来場しました。
　子どもたちに大人気の「快盗戦隊ルパンレンジャー
VS警察戦隊パトレンジャーショー」から始まり、里庄
町出身のミュージシャン・藤井風さんのライブショー、
おかやま山陽高校和太鼓部による和太鼓披露、伝
統的な大原踊りと里庄音頭、ものまね芸人ほいけん
たさんによる爆笑ステージと、会場は大いに盛り上が
りました。義援金の呼びかけも行い、多くの方にご協
力していただきました。ラストは毎年恒例の福引き大
会を行い、最後まで楽しい熱い夜となりました。

第27回理化学研究所里庄セミナー
～第仁科芳雄博士顕彰記念科学講演会～

　８月18日、仁科会館において、理化学研究所里庄
セミナーが開催され、町内外から約100名が参加しま
した。
　理化学研究所の研究者から２名の先生を講師に
迎え、瀧宮和男先生は『合成化学で機能を創る』と
題して、上坂友洋先生は『キミたちの99.97％と宇宙
の歴史』と題して講演を行いました。
　参加者は、世界の最先端で活躍している先生方の
話に熱心に耳を傾けていました。

たくさん遊んだよ！
～更生保護女性会と児童クラブとの交流会～

　８月７日に里庄東小学校で、９日に里庄西小学校
で更生保護女性会と児童クラブとの交流会が行われ
ました。
　交流会では、輪投げやカーリング、手作りゲームな
どが用意されました。子どもたちは、それぞれのゲーム
でもらえるシールを集めながら夢中になって遊び、楽
しい時間を過ごしました。
　ゲームの後には子どもたちから更生保護女性会の
方々へお礼の歌と感謝状、そしてプレゼントが贈られ
ました。

平成30年 第３回里庄町議会臨時会

専決処分の承認を求めることについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

専決処分の承認を求めることについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

専決処分の承認を求めることについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

専決処分の承認を求めることについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

専決処分の承認を求めることについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

監査委員の選任について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成30年７月豪雨による災害被害者に対する介護保険料の減免に関する条

例の一部改正について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

（承認）

（承認）

（承認）

（承認）

（不承認）

（同意）

（可決）

　８月20日に平成30年第３回里庄町議会臨時会が開会されました。付議した案件の結果は次のとおりです。
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激 励 会激 励 会（敬称略）

７月27日
「阿波おどりカップ全国学童軟式野球大会」
出場者激励会

里庄東小学校６年生　山本 蒼真
「県大会では準優勝で悔しかったので、全国大会では優勝したいです。」
里庄東小学校６年生　澤 昇輝
「試合中は大きい声を出してチームを盛り上げたいです。」

７月27日
「第18回全日本少年少女空手道選手権大会」
出場者激励会

里庄西小学校６年生　濱田 唯翔
「全国大会では緊張しないよう、自分の型をのびのびとしたいです。」

７月30日
「第69回全国高等学校バドミントン選手権大会」
出場者激励会

岡山県立水島工業高等学校３年生　山川 翼
「団体戦では優勝目指して頑張ります。個人戦ではベスト８以上を目指します。」
岡山県立水島工業高等学校２年生　山川 碧
「団体戦に出られたら、試合に勝ってチームに貢献したいです。」

８月６日
「第40回中国中学校軟式野球選手権大会」
出場者激励会

金光学園中学校３年生　森井　颯汰
「勇往邁進の精神に基づき、一戦一戦勝ち抜いて優勝を目指したいです。」

里庄町企業の魅力を親子で大発見！
～里庄ものづくり体験＆見学バスツアー～

　８月17日、町主催による『里庄ものづくり体験＆見学バス
ツアー』が行われ、岡山市や倉敷市などから34名が参加し
ました。
　参加者は、アサヒグループ食品（株）でフリーズドライ食
品工場の見学をした後、昼食にへんこつうどん遙竹庵でお
いしい手延べうどんを食べました。その後、カフェ・サンラヴ
ィアンでのショッピング、（株）アカセ木工での工場見学や
木工体験を楽しみ、最後は役場で磯千鳥酒蔵（株）の甘酒
を試飲しました。様 な々里庄町の魅力に触れ、盛りだくさん
な一日となりました。
　バスツアーの参加者からは「見学や体験を実際にするこ
とができて楽しかった。良い体験ができた。」、「里庄町に
初めて来たが、今回の体験で里庄町を身近に感じるように
なった。」といった感想をいただきました。

元気に育てるために・・・！
～まこもたけ草取り体験～

　８月21日、里庄中学校２年生93人が里庄ま
こもたけのほ場の草取りを行いました。
　この体験は中学校の技術・家庭科の授業の
一環として行われています。生徒たちは、マコモ
同好会の方の指導を受け、ぬかるむ足元に苦
労しながら、まこもたけが元気に育ってくれるこ
とを願い、手分けをして一生懸命草取りをして
いました。
　今後は、収穫体験や出荷作業を通して、作物
を栽培する苦労や達成感、そして地域とのつな
がりの重要性を学んでいきます。

７月30日
「第49回日本少年野球夏季選手権大会」
出場者激励会

里庄中学校２年生　田原 太陽
「一球一球集中してプレーし、一戦一勝で優勝目指して頑張ります。」
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激 励 会激 励 会（敬称略）

７月30日
「第38回全日本バレーボール小学生大会全国大会」
出場者激励会

里庄東小学校３年生　山田 誉

７月25日
「第15回全国中学生弓道大会JOCジュニアオリンピックカップ大会」出場者激励会
男子団体　里庄中学校２年生　乘藤 颯千
　　　　　里庄中学校３年生　樋口 輝
　　　　　里庄中学校３年生　田賀 快晴
　　　　　里庄中学校２年生　石部 陽己
男子個人　里庄中学校３年生　鈴鹿 颯大
　　　　　「最後の大会なので、精一杯頑張りたいです。出場できなかった選手の分も頑張ります。」
女子団体　里庄中学校２年生　河野 陽菜　　里庄中学校３年生　佐藤 萌香
　　　　　里庄中学校２年生　寺居 琉那　　里庄中学校２年生　宮武 司
女子個人　里庄中学校３年生　加本 彩花
　　　　　「８射５中を目指して、予選突破したい。そのためにも残りの練習を頑張ります。」

がんばろう！高梁川流域
　

　

問合せ先：倉敷市商工課くらしき地域資源推進室▶☎086-426-3406　倉敷市コールセンター▶☎086-426-3030

倉敷市や高梁川流域市町の魅力あふれる地域資源を、市内外に発信する一大イベント。
7月豪雨の影響が残りますが、一部内容を変更し、がんばっている高梁川流域を倉敷から発信します。

7月豪雨の被災地域を含む高梁川流域市町、
さらには香川や東北からさまざまな特産品・ご当地グルメが大集合します。

学生たちの元気一杯のパフォーマンスや、子どもたちに人気のご当地キャラクターが集合するなど、
見て・買って・食べて・体験できる楽しめるイベントです。

　平成30年上半期に岡山県内で発生した交通事故は、27,307件でした。このうち、人身事故は、2,920件
となっており、交通事故による死者数は33人という状況です。昨年の同時期と比較すると減少傾向にあ
りますが、今年発生した死亡事故において、四輪乗車中の死者13人のうち、11人がシートベルト非着用
でした。
　こうした状況に歯止めをかけるためには、県民一人ひとりが毎日の交通安全を振り返り、交通ルール
に従った思いやりのある行動が重要になります。
　里庄町では、交通事故ゼロを目指して９月21日から30日までの期間に実施される「秋の交通安全県
民運動」を契機に安全運転や交通ルールの啓発を推進します。
　皆さん、交通事故“ゼロ”を目指しましょう！

平成30年秋の交通安全県民運動 ９月21日（金）から30日（日）
「交通ルール　守るあなたに　ありがとう」

秋の交通安全県民運動の重点目標
● 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
● 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
● 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
● 飲酒運転の根絶

　総務省統計局では、10月1日を基準日として住宅・土地統計調査を実施します。本調査は、住
生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約370万世帯の方々を対象とした大規模な調査
です。
　調査の結果は、国や地方公共団体における「住生活基本計画」の成果指標の設定、耐震や防
災を中心とした都市計画の策定、空き家対策条例の制定などに幅広く活用されています。
　調査をお願いする方には、本年9月から10月にかけて統計調査員が調査書類を配布します。
　調査への回答は、インターネットまたは紙の調査票でお願いします。
　調査へのご理解ご協力をよろしくお願いします。

平成30年 住宅・土地統計調査を実施します

問合せ先　企画商工課　☎64-3114

特産品・老舗ゾーン特産品・老舗ゾーン

倉敷の各地域（倉敷
、児島、玉島、つく

ぼ、真備・船穂）の
特産品・老舗のPR

や

販売、ご当地グルメ
など

日時 場所 倉敷みらい公園（JR倉敷駅北口）9月30日 日 9時～16時（雨天開催）平成30年

魅どころステージ魅どころステージ
パフォーマンスやご

当地キャ

ラクターなど

高梁川流域ゾーン高梁川流域ゾーン高梁川流域市町の特産品・ご当地グルメのPRや販売、観光案内など
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まちのわだい

激 励 会激 励 会（敬称略）

７月30日
「第38回全日本バレーボール小学生大会全国大会」
出場者激励会

里庄東小学校３年生　山田 誉

７月25日
「第15回全国中学生弓道大会JOCジュニアオリンピックカップ大会」出場者激励会
男子団体　里庄中学校２年生　乘藤 颯千
　　　　　里庄中学校３年生　樋口 輝
　　　　　里庄中学校３年生　田賀 快晴
　　　　　里庄中学校２年生　石部 陽己
男子個人　里庄中学校３年生　鈴鹿 颯大
　　　　　「最後の大会なので、精一杯頑張りたいです。出場できなかった選手の分も頑張ります。」
女子団体　里庄中学校２年生　河野 陽菜　　里庄中学校３年生　佐藤 萌香
　　　　　里庄中学校２年生　寺居 琉那　　里庄中学校２年生　宮武 司
女子個人　里庄中学校３年生　加本 彩花
　　　　　「８射５中を目指して、予選突破したい。そのためにも残りの練習を頑張ります。」

がんばろう！高梁川流域
　

　

問合せ先：倉敷市商工課くらしき地域資源推進室▶☎086-426-3406　倉敷市コールセンター▶☎086-426-3030

倉敷市や高梁川流域市町の魅力あふれる地域資源を、市内外に発信する一大イベント。
7月豪雨の影響が残りますが、一部内容を変更し、がんばっている高梁川流域を倉敷から発信します。

7月豪雨の被災地域を含む高梁川流域市町、
さらには香川や東北からさまざまな特産品・ご当地グルメが大集合します。

学生たちの元気一杯のパフォーマンスや、子どもたちに人気のご当地キャラクターが集合するなど、
見て・買って・食べて・体験できる楽しめるイベントです。

　平成30年上半期に岡山県内で発生した交通事故は、27,307件でした。このうち、人身事故は、2,920件
となっており、交通事故による死者数は33人という状況です。昨年の同時期と比較すると減少傾向にあ
りますが、今年発生した死亡事故において、四輪乗車中の死者13人のうち、11人がシートベルト非着用
でした。
　こうした状況に歯止めをかけるためには、県民一人ひとりが毎日の交通安全を振り返り、交通ルール
に従った思いやりのある行動が重要になります。
　里庄町では、交通事故ゼロを目指して９月21日から30日までの期間に実施される「秋の交通安全県
民運動」を契機に安全運転や交通ルールの啓発を推進します。
　皆さん、交通事故“ゼロ”を目指しましょう！

平成30年秋の交通安全県民運動 ９月21日（金）から30日（日）
「交通ルール　守るあなたに　ありがとう」

秋の交通安全県民運動の重点目標
● 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
● 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
● 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
● 飲酒運転の根絶

　総務省統計局では、10月1日を基準日として住宅・土地統計調査を実施します。本調査は、住
生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約370万世帯の方々を対象とした大規模な調査
です。
　調査の結果は、国や地方公共団体における「住生活基本計画」の成果指標の設定、耐震や防
災を中心とした都市計画の策定、空き家対策条例の制定などに幅広く活用されています。
　調査をお願いする方には、本年9月から10月にかけて統計調査員が調査書類を配布します。
　調査への回答は、インターネットまたは紙の調査票でお願いします。
　調査へのご理解ご協力をよろしくお願いします。

平成30年 住宅・土地統計調査を実施します

問合せ先　企画商工課　☎64-3114

特産品・老舗ゾーン特産品・老舗ゾーン

倉敷の各地域（倉敷
、児島、玉島、つく

ぼ、真備・船穂）の
特産品・老舗のPR

や

販売、ご当地グルメ
など

日時 場所 倉敷みらい公園（JR倉敷駅北口）9月30日 日 9時～16時（雨天開催）平成30年

魅どころステージ魅どころステージ
パフォーマンスやご

当地キャ

ラクターなど

高梁川流域ゾーン高梁川流域ゾーン高梁川流域市町の特産品・ご当地グルメのPRや販売、観光案内など
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た
ち
と
知
り
合
え
た
こ
と
が

良
か
っ
た
。

イ
ナ
ゴ
が
き
て
葉
を
食
べ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
は
困
っ
た
。

先
日
１
日
で
200
匹
ぐ
ら
い
駆

除
し
た
。
他
に
も
、
モ
グ
ラ

の
被
害
や
、
水
利
権
の
確
認
、

水
路
の
修
理
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
ま
こ
も
た
け
の
栽

培
は
桃
の
栽
培
に
比
べ
る
と

今
の
と
こ
ろ
楽
に
感
じ
る
。

収
穫
が
で
き
る
の
か
が
分
か

ら
な
い
の
で
、
ま
だ
考
え
て

い
な
い
。

家
で
食
べ
た
り
、
親
戚
や
友

だ
ち
に
あ
げ
る
予
定
。
そ
の

た
め
、
果
樹
を
植
え
よ
う
と

し
た
が
、
思
っ
た
以
上
に
水

は
け
が
悪
く
て
果
樹
に
は
向

か
な
い
土
地
だ
っ
た
。
そ
の

土
地
に
合
っ
た
も
の
、
需
要

の
あ
る
も
の
を
作
ろ
う
、
と

考
え
た
ら
ま
こ
も
た
け
だ
っ

た
。

３
ア
ー
ル
100
株

４
ア
ー
ル
180
株

２
ア
ー
ル
160
株

※
1
ア
ー
ル
＝
１
畝
（
100
㎡
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
廣
末
さ
ん

や
役
場
の
農
林
建
設
課
の
担

当
者
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
な
が
ら
栽
培
し

て
い
る
。

ま
だ
栽
培
し
始
め
た
ば
か
り

だ
が
、
ま
こ
も
た
け
の
圃
場

に
行
く
こ
と
で
、
休
み
の
日

に
だ
ら
だ
ら
し
な
く
な
り
、
早

し
始
め
た
。
実
家
で
は
米
を

作
っ
て
い
る
。

以
前
は
、
実
家
の
米
作
り
の

手
伝
い
を
す
る
程
度
だ
っ
た

が
、Ｕ
タ
ー
ン
で
里
庄
に
戻

り
、
祖
父
の
桃
畑
を
手
伝
い

は
じ
め
、
３
年
前
か
ら
は
、

主
と
し
て
自
身
が
主
体
と
な

っ
て
栽
培
を
し
て
い
る
。

平
日
は
仕
事
の
た
め
、
作
業

は
休
み
の
日
に
行
っ
て
い

る
。

ト
レ
ビ
ス
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の

栽
培
の
合
間
に
作
業
し
て
い

る
。

仕
事
と
果
樹
栽
培
の
合
間
に

作
業
を
し
て
い
る
。

作
業
用
の
靴
や
服
、
肥
料
。

肥
料
、
農
薬
、
あ
ぜ
板
な
ど
。

き
き
の

実
家
の
米
作
り
の
手
伝
い
程

度
。

農
業
は
ま
っ
た
く
初
め
て
。

４
年
前
か
ら
ト
レ
ビ
ス
、
去

年
か
ら
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
栽
培

田
植
え
靴
、
肥
料
、
農
薬
、

あ
ぜ
板
な
ど
。

ま
こ
も
た
け
に
つ
い
て
詳
し

く
知
ら
な
か
っ
た
が
、Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
里
庄
ま
こ
も
た
け
生

産
者
募
集
の
放
送
を
聞
い
て
興

味
を
も
っ
た
。

体
一
つ
で
や
る
気
さ
え
あ
れ

ば
で
き
る
状
況
だ
っ
た
た
め
、

栽
培
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。

浅
口
市
の
知
人
か
ら
勧
め
ら

れ
た
。
ま
こ
も
た
け
を
よ
く

知
ら
ず
、
珍
し
い
と
思
っ
た
。

何
よ
り
、
子
ど
も
が
食
べ
て

み
た
い
と
言
っ
た
た
め
。

当
初
、
放
棄
地
の
有
効
活
用
の

起
き
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ま

こ
も
た
け
の
栽
培
を
兄
妹
で

一
緒
に
す
る
こ
と
で
、
会
話

も
会
う
機
会
も
増
え
た
こ
と

が
良
か
っ
た
。
今
一
番
困
っ

て
い
る
こ
と
は
ミ
ド
リ
ウ
ン

カ
の
発
生
。
い
い
対
処
法
が

あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

困
っ
た
こ
と
は
、
ヌ
ー
ト
リ

ア
の
被
害
や
、
耕
作
放
棄
地

の
開
墾
作
業
。
で
も
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
を
し
て
い
る
の
で
苦
労

と
感
じ
ず
、
お
も
し
ろ
い
。

あ
え
て
手
を
か
け
て
い
な
い

の
で
、
ど
う
な
る
か
が
楽
し

み
。
ト
レ
ビ
ス
に
比
べ
る
と

そ
ん
な
に
大
変
で
は
な
い
し
、

ま
こ
も
た
け
を
作
っ
て
い
な

い
と
知
り
合
え
な
か
っ
た
人

後
は
知
り
合
い
の
直
売
所
に

置
い
て
も
ら
う
。
そ
れ
で
も

残
れ
ば
出
荷
す
る
。　

ま
こ
も
た
け
直
売
所
に
出
荷

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

Ａ小嶋川
上

田
中Ａ小嶋田中中務

田
中

中
務

中
務

Ａ全員

Ａ小嶋田
中

Ａ小嶋

Ａ小嶋田
中

中
務Ａ小嶋田中

Ａ小嶋 中
務

田
中

中
務

中
務

田中　真樹さん

小嶋　哲郎さん 川上　靖子さん

Q2
主
な
作
業
日
程
は
？

Q3
ま
こ
も
た
け
の
栽
培
の
た

め
に
、こ
れ
ま
で
に
用
意

し
た
も
の
は
？

Q4
ま
こ
も
生
産
に
取
り
組
も

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

Q5
ど
れ
く
ら
い
の
面
積・株
数

を
植
え
ま
し
た
か
？

Q6
困
っ
た
と
き
は
ど
う
し

て
い
ま
す
か
？

Q8
収
穫
し
た
ま
こ
も
た
け
は

ど
う
す
る
？

Q7
栽
培
に
取
り
組
ん
で
み
て

良
か
っ
た
こ
と
、困
っ
た
こ
と

（
苦
労
）は
あ
り
ま
し
た
か
？

Q1
ま
こ
も
た
け
の
栽
培
を

始
め
る
ま
で
の
農
業
経

験
は
？

　
里
庄
町
で
は
、「
里
庄
ま
こ

も
た
け
」
の
生
産
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
を
読

ん
で
ま
こ
も
た
け
に
興
味
を
持
っ

た
、
ま
た
、
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
か
と
思
わ
れ
た

皆
さ
ん
！
ぜ
ひ
、
お
電
話
く
だ

さ
い
。

　
問
合
せ
先
　
農
林
建
設
課

☎ 

6
4
–
7
2
1
5

里
庄
ま
こ
も
た
け
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

　
８
月
号
か
ら
３
回
に
わ
た
り
「
里

庄
ま
こ
も
た
け
」
の
生
産
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
ま
こ
も
た
け
の

特
集
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
２
回
目
は
、
今
年
か
ら
個
人
で
ま

こ
も
た
け
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

・
ご
兄
妹
で
一
緒
に
ま
こ
も
た
け
の

　
栽
培
を
さ
れ
て
い
る
小
嶋
哲
郎
　さ 

　
ん
、
川
上
靖
子
さ
ん

・
知
人
の
紹
介
で
ま
こ
も
た
け
の
栽

　
培
を
始
め
た
田
中
真
樹
さ
ん

・
果
樹
栽
培
の
傍
ら
ま
こ
も
た
け
の

　
栽
培
も
手
が
け
て
い
る
中
務
智
紀

　
さ
ん

　
以
上
の
３
組
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
初
め
て
の
ま
こ
も
た
け
栽
培
に
、

苦
労
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
お
話
を
聞
い
た
皆
さ
ん
一
様

に
、「
ま
こ
も
た
け
の
収
穫
が
楽
し

み
」
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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て
い
る
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で
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感
じ
ず
、
お
も
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ろ
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レ
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に
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べ
る
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そ
ん
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な
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し
、

ま
こ
も
た
け
を
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て
い
な

い
と
知
り
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か
っ
た
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後
は
知
り
合
い
の
直
売
所
に

置
い
て
も
ら
う
。
そ
れ
で
も

残
れ
ば
出
荷
す
る
。　

ま
こ
も
た
け
直
売
所
に
出
荷

し
て
み
よ
う
と
思
う
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取
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ど
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Q8
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あ
り
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し
た
か
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た
け
の
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培
を

始
め
る
ま
で
の
農
業
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験
は
？

　
里
庄
町
で
は
、「
里
庄
ま
こ

も
た
け
」
の
生
産
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
を
読

ん
で
ま
こ
も
た
け
に
興
味
を
持
っ

た
、
ま
た
、
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
か
と
思
わ
れ
た

皆
さ
ん
！
ぜ
ひ
、
お
電
話
く
だ

さ
い
。

　
問
合
せ
先
　
農
林
建
設
課

☎ 
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4
–
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2
1
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里
庄
ま
こ
も
た
け
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

　
８
月
号
か
ら
３
回
に
わ
た
り
「
里

庄
ま
こ
も
た
け
」
の
生
産
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
ま
こ
も
た
け
の

特
集
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
２
回
目
は
、
今
年
か
ら
個
人
で
ま

こ
も
た
け
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
お
話
し
て
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た
だ
い
た
の
は
、

・
ご
兄
妹
で
一
緒
に
ま
こ
も
た
け
の

　
栽
培
を
さ
れ
て
い
る
小
嶋
哲
郎
　さ 

　
ん
、
川
上
靖
子
さ
ん

・
知
人
の
紹
介
で
ま
こ
も
た
け
の
栽

　
培
を
始
め
た
田
中
真
樹
さ
ん

・
果
樹
栽
培
の
傍
ら
ま
こ
も
た
け
の

　
栽
培
も
手
が
け
て
い
る
中
務
智
紀

　
さ
ん

　
以
上
の
３
組
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
初
め
て
の
ま
こ
も
た
け
栽
培
に
、

苦
労
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
お
話
を
聞
い
た
皆
さ
ん
一
様

に
、「
ま
こ
も
た
け
の
収
穫
が
楽
し

み
」
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。



動物は愛情と責任を
持って飼いましょう

～９月20日(木)から26日(水)は「動物愛護週間」です～～９月20日(木)から26日(水)は「動物愛護週間」です～

岡山県動物愛護センター　☎086-724-9512
町民課（住民担当）　　  　 ☎64-3112

問合せ先

本年度の狂犬病予防注射はお済みですか？

①動物病院で狂犬病予防注射を受けさせてください。

②獣医師が発行する「狂犬病予防注射済証」（紙）を持参し、
　町民課で「狂犬病予防注射済票」の交付手続きを行ってください。

③「狂犬病予防注射済票」を交付します。（交付手数料550円が必要です。）

◆問合せ先　町民課（住民担当）　☎64-3112

※生後91日以上の飼い犬は一生に１回の登録が必要ですので、登録手続きがお済み
　でない場合は併せて登録手続きを行ってください。（登録手数料3,000円が必要です。）

　狂犬病予防法の規定により、犬の飼い主は、生後91日以上の飼い犬に毎年１回狂犬病予防注
射を受けさせることになっています。まだ、お済みでない方は、次の手順で注射および注射済票
の交付手続きを済ませてください。

　９月20日から26日までは「動物愛護週間」です。
　ペット動物の飼い方マナーを守り、正しく飼うことで、近所の方や動物を飼っていない
方とも気持ちよく付き合うことができます。この機会に飼い主としての責任をもう一度
考えてみましょう。

◆動物の習性等を正しく理解し、最期まで責任を持って飼いましょう
　　動物の正しい飼い方などの知識を持ち、飼い始めたら家族の一員として最期まで責任
　を持って飼いましょう。愛護動物を捨てることは犯罪です。

◆フンの後始末は飼い主の責任です
　　フンの後始末は飼い主が責任を持って行ってください。散歩の際はビニール袋などを
　持参して、公共の場所（道路や河川など）や他人の土地にフンを放置せず、必ず持ち帰り
　ましょう。

◆飼育環境を整え、近所に迷惑をかけないようにしましょう
　　清潔を保ち、鳴き声や悪臭などで近所に迷惑をかけないようにしましょう。また、犬の放
　し飼いは禁止です。散歩の際はリード（つな）でつなぎ、十分コントロールできる人が行う
　ようにしましょう。
　　ねこについては、事故防止やフンなどによる近所の迷惑防止のため、できるだけ室内
　飼育に努めましょう。

◆適正な繁殖制限を
　　繁殖を希望しない場合は、不妊去勢手術を受けさせましょう。
　　（公財）岡山県動物愛護財団（☎086-724-3288）では、不妊去勢手術費用の助成を
　行っています。なお、平成30年度の助成金交付申請受付期間は、11月10日（土）まで
　となっています。期間中でも受付が終了することがありますのでご注意ください。

◆迷子などを防ぐため、所有者を明らかにしましょう
　　飼っている動物が迷わないよう、犬には鑑札や注射済票を、
　ねこやその他の動物には名札や目印をつけましょう。
　　飼い犬については、狂犬病予防法により鑑札・注射済票の装
　着義務があります。

　

10SATOSHO11 SATOSHO

っておきたい税情報知知
　日中に役場へ来庁できない方を対象に、夜間に町税や保険
料の納付および納付相談の窓口を開設します。この機会にぜ
ひご利用ください。

　固定資産税は、毎年１月１日に土地、家屋、償却資産（これらを総称して「固定資産」と言います）を所
有している方に課税されます。
　家屋の新築や増築、取り壊しをした場合は、町民課（税務担当）へ連絡してください。

●新築・増築した場合
　　住宅、納屋、車庫などの家屋を新築・増築された方は、新たに固定資産税が課税されます。
　　課税の基礎となる評価額を算出するため、職員が家屋調査をさせていただきますので、完成後に
　ご連絡ください。相談のうえ、ご都合の良い日にお伺いします。
●取り壊しをした場合
　　家屋の一部または全部を取り壊した方、年内に取り壊す予定の方は「家屋滅失届」を提出してくだ
　さい。届出用紙は町民課（税務担当）にあります。また、里庄町のホームページからもダウンロードで
　きます。
　　取り壊した家屋については、固定資産税が課税されなくなりますが、届け出が遅れた場合、固定資
　産税が引き続き課税されることとなり、納税者の方にご迷惑をおかけすることにもなりかねませんの
　で、速やかに届け出てください。
　　なお、法務局で取り壊しの登記手続きをされた方は、連絡の必要はありません。

国民健康保険税　　（第３期）
介護保険料　　　　（第３期）
後期高齢者医療保険料（第３期）

納期限10月１日（月）

９月の納税

夜間納付相談窓口を開設

家屋の新築・増築や取り壊しをしたときは届け出が必要です

日　　時　平成30年9月19日（水）・9月20日（木）
　　　　　17時15分～20時

■

問合せ先　町民課（税務担当）☎64－3113■
場　　所　里庄町役場１階　町民課（税務）窓口■

問合せ先
町民課（税務担当）
☎64-3113

問合せ先　企画商工課　☎64-3114
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９月９日（里庄町）鴨方整形外科

９月16日 (浅口市）金光病院

９月17日（浅口市）鴨方第一胃腸科外科医院

９月23日（浅口市）くにもと内科小児科医院

９月24日（浅口市）さかの整形外科

☎（０８６５）４４－６２５２

☎（０８６５）４２－３２１１

☎（０８６５）４４－８１１１

☎（０８６５）４４－９５６５

☎（０８６５）４５－８８８１

９月30日（浅口市）よりしま中西医院

10月７日（浅口市）福嶋医院

10月８日（浅口市）白神医院

10月14日（里庄町）国定病院

☎（０８６５）５４－２３２４

☎（０８６５）５４－３１７７

☎（０８６５）５４－２０２５

☎（０８６５）６４－３２１３

休日当番医 ※休日当番医の診療時間は9：00～17：00です。

○開催日　毎週月・火・水・木・金曜日
　　　　　（ただし、祝日・盆・年末年始を除く）
　　　　　警報発令時はお休み
○開催場所　里庄町中央公民館（老人福祉センター）2階  児童室

○開催時間　午前の部　 ９：30 ～ 12：00
　　　　　午後の部　13：00 ～ 15：30
　　　　　※昼休憩　12：00 ～ 13：00
　　　　　（昼食は別室を用意しています）

みんなおいで
よ！ 子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば

“げんキッズ”“げんキッズ”“げんキッズ”“げんキッズ”のお知らせのお知らせ

行事のお知らせ行事のお知らせ

日　時：10月12日（金）10：30 ～11：30 
場　所：里庄町中央公民館（老人福祉センター）
　　　 ２階　実習室
内　容：ゴキブリが嫌う実と柑橘系の実などを
　　　  使ってオーナメント（２種類）を作る
対　象：子育て孫育て中の方
参加費：500円（材料費の一部）
定　員：20組（応募者多数の場合、抽選の上　　
　        10/9までに当選者に電話連絡します）
託　児：あり（抽選の上10名）
締　切：９月28日（金）

ママリフ
Winter(冬)オーナメント作り

日　時：10月５日（金）10：00～11：30
場　所：里庄町中央公民館（老人福祉センター）
　　　 ２階　茶室
参加費：無　料

イベント　おちゃごっこ
託児なし

申込不要

日　時：９月25日（火）11：00～（30分程度） 
場　所：里庄町中央公民館（老人福祉センター）
　　　 ２階　児童室
※誕生月でないお子さんも楽しめる内容にな
っております

９月お誕生日会
託児なし

申込不要

日　時：10月16日（火）10：30 ～11：30
場　所：里庄町中央公民館（老人福祉センター）
　　　 １階　大広間
内　容：お子さんと一緒にリズムに合わせて体
　　　  を動かす
対　象：お子さんと保護者（親、祖父母など）

イベント　リトミックしようよ
託児なし

申込不要

子育て支援
ボランティア
「フレンズ」  
会員募集中!!

問合せ先 里庄町社会福祉協議会 ☎64－7218

「託児サービス（一時預かり）」
しています

「託児サービス（一時預かり）」
しています

託児あり

申込必要

【里庄町町民農園の利用者募集】

◆場所
　大原東町民農園

◆募集区画数
　１区画

◆貸付期間
　５カ月（平成30年11月１日～平成31年３月31日）

◆利用料
　１区画につき年間3，000円
　※年の途中から利用する場合、利用月数に応じて
　　月別計算します。（250円／月×利用月数）

◆申込み期間
　平成30年９月14日～平成30年10月15日
　（ただし土、日、祝日は除く）

◆申込み・問合せ先　農林建設課　☎64-7215

○救マーク認定事業所とは
　　応急手当の普及啓発活動を促進し、救急患者の救命率の向上を図るため、救急事案が発生し
　た場合に迅速な対応がとれる施設を認定するものです。
　　認定を受ければ「認定証」を施設に掲出でき、住民が安心して利用できる施設としてイメージ
　アップを図ることができます。

○認定要件
　　次に掲げる要件の全てに該当する場合です。
　①普通救命講習Ⅰ以上の講習を受講した従業員が、営業時間または
　　公開時間中に勤務し、速やかに応急手当が実施できること。
　②救急事案が発生した場合の連絡体制、搬送経路などを記載した救
　　急活動計画書を作成していること。
　③ＡＥＤおよび三角巾などの応急手当資器材を備えていること。

○認定の申請
　　救マーク認定証交付申込書に救急活動計画書およびＡＥＤの導　
　入を証明するもの（保証書、契約書など）の写しを添えて消防本部警
　防課へ２部提出してください。

救マーク認定事業所を知っていますか？

○問合せ先　笠岡地区消防組合消防本部 警防課 救急救助係　
　☎0865‐63‐7122
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　里庄町では、町内に住所を有する方を対象とした「里庄
町町民農園」の利用者を募集します。
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　　　 ２階　児童室
※誕生月でないお子さんも楽しめる内容にな
っております

９月お誕生日会
託児なし

申込不要

日　時：10月16日（火）10：30 ～11：30
場　所：里庄町中央公民館（老人福祉センター）
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託児なし

申込不要

子育て支援
ボランティア
「フレンズ」  
会員募集中!!

問合せ先 里庄町社会福祉協議会 ☎64－7218

「託児サービス（一時預かり）」
しています

「託児サービス（一時預かり）」
しています

託児あり

申込必要

【里庄町町民農園の利用者募集】

◆場所
　大原東町民農園

◆募集区画数
　１区画

◆貸付期間
　５カ月（平成30年11月１日～平成31年３月31日）

◆利用料
　１区画につき年間3，000円
　※年の途中から利用する場合、利用月数に応じて
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　アップを図ることができます。
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　①普通救命講習Ⅰ以上の講習を受講した従業員が、営業時間または
　　公開時間中に勤務し、速やかに応急手当が実施できること。
　②救急事案が発生した場合の連絡体制、搬送経路などを記載した救
　　急活動計画書を作成していること。
　③ＡＥＤおよび三角巾などの応急手当資器材を備えていること。

○認定の申請
　　救マーク認定証交付申込書に救急活動計画書およびＡＥＤの導　
　入を証明するもの（保証書、契約書など）の写しを添えて消防本部警
　防課へ２部提出してください。

救マーク認定事業所を知っていますか？

○問合せ先　笠岡地区消防組合消防本部 警防課 救急救助係　
　☎0865‐63‐7122
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　里庄町では、町内に住所を有する方を対象とした「里庄
町町民農園」の利用者を募集します。
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■特定健診、後期高齢者健診および腹部超音波検   
　診 ・胃がん検診・前立腺がん検診

　９月６日(木) ９月13日(木) ９月18日(火) 
　９月26日(水) ９月28日(金) 
　10月５日(金）10月12日(金）
　実施場所　健康福祉センター
　受付時間　７:30～９:30

携行品　特定健診受診券および里庄町国民健康保険  
　保険者証（特定健診受診の方のみ）、各問診票（受
　診票）、採尿検器（特定健診受診の方のみ）、健
　康手帳、タオル
　※年齢は年度末（平成31年３月31日現在）が基準
　です。

■１歳児健診
　９月19日（水）13:45～14:15 健康福祉センター
　対象児　Ｈ29. ９月生まれ
　携行品　母子健康手帳

■３歳児健診
　９月19日（水）13:00～13:45 健康福祉センター
　対象児　Ｈ27.６.1～Ｈ27.８.31生まれ
　携行品　母子健康手帳

■４歳児歯科健診、フッ素塗布
　９月19日（水）13:00～14:00 健康福祉センター
　携行品　母子健康手帳

■子育て悩みごと相談
　９月19日（水）13:15～15:30 健康福祉センター
　携行品　母子健康手帳

■講演会「骨粗しょう症とその予防について」
　9月27日（木）14:00～15:00 健康福祉センター　
　担　当　大ケ池診療所 医師・栄養士
　携行品　健康手帳

■健康体操教室                     
　９月28日（金）13:00～15:00 健康福祉センター

■もの忘れ相談
　10月２日（火）10:00～12:00 健康福祉センター

■認知症講演会
　10月３日（水）13:30～15:00 健康福祉センター
　申込み先　地域包括支援センター（☎64-7232）

■保育相談　
　10月３日（水）13:30～14:00 健康福祉センター　
　携行品　母子健康手帳

■肩こり、腰痛相談、リハビリ
　10月10日（水）13:00～14:30 健康福祉センター　
　担　当　馬越医師、田理学療法士

■心の健康相談
　10月11日（木）10:00～12:00 健康福祉センター　
　担　当　和迩医師
　携行品　母子健康手帳

特定健診 40～74歳

国民
健康保険

その他の
保険

75歳以上

40～64歳

1,200円

1,000円

無　料
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無　料

無　料

受診券に
記載されている
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健康福祉センター（里庄町健康福祉課）
☎64－7211電

話
メ
モ

備中保健所井笠支所（備中県民局井笠地域事務所）
☎69－1675健康だより
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お知らせのページ

広 告

まちの人口
（Ｈ30．７．31現在）
人口　　11,151人
（前月比  -17人）

男　　5,355人
女　　5,796人

世帯　4,461世帯
（前月比 -13世帯）

転 入  14人  出 生  7人
転 出  28人  死 亡 10人

里庄町の犯罪・交通事故発生状況（平成30年７月累計）
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里庄東駐在所　☎64－2110
里庄西駐在所　☎64－3110
玉島警察署　☎086－522－0110

パトロールさとしょうパトロールさとしょう 　行楽シーズンが近づき、家を空けることが多くなりま
す。空き巣や盗難被害が増加するため、防犯対策をしっか
りとしましょう。外出時には施錠を徹底し、窓などが開けっ
放しになっていないか確認するようにしてください。
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・
９
月
16
日
㈰
　
２
日
間

　
10
時
30
分
〜
15
時

●
場
所
・
受
付

　
つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
管
理
棟
内
ホ

　
ー
ル

●
参
加
費

　無
料

●
申
込
み

　
不
要
　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内

　
　容

　
ク
ラ
フ
ト
平
紐
を
編
み
込
み
、
か

　
わ
い
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

　（
２
日
間
で
先
着
50
名
）

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で

　
も
作
れ
て
楽
し
め
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　 

☎
６
４―

７
２
６
６

　
平
成
31
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

の
健
康
診
断
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

ク
ラ
フ
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

イ
ベ
ン

ト

の

開

催

お
知
ら
せ

す
。

　
里
庄
町
在
住
の
ご
家
庭
に
は
、
９

月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
実 

施 

日

　（東
学
区
）　
10
月
11
日
㈭

　※

耳
鼻
科
健
診
は

　
　
10
月
23
日
㈫
　
里
見
保
育
園

　
　
10
月
25
日
㈭
　
東
幼
稚
園

　（
西
学
区
）　
10
月
４
日
㈭

  ※

耳
鼻
科
健
診
は

　
　
10
月
２
日
㈫
　
か
す
み
保
育
園

　
　
10
月
15
日
㈪
　
西
幼
稚
園

●
実
施
場
所

　（
東
学
区
）
東
小
学
校

　（
西
学
区
）
西
小
学
校

●
実
施
項
目

　耳
鼻
科
・
歯
科
・
眼
科
・
内
科
な
ど

●
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
事
務
局

　 

☎
６
４―

７
２
１
２

　
防
衛
省
倉
敷
地
域
事
務
所
で
は
、
平

成
30
年
度
採
用
の
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

①【
自
衛
官
候
補
生
】

●
募
集
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
学
歴
不
問
）

●
試
験
日
お
よ
び
試
験
場
所

※

詳
細
は
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

就
学
時
健
康
診
断

自

衛

官

募

集

募
　
集

　
く
だ
さ
い
。

②【
防
衛
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校

　（
医
学
科
・
看
護
科
）】

●
募
集
期
間

　
９
月
５
日
㈬
〜
９
月
28
日
㈮

※

詳
細
は
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
防
衛
省
倉
敷
地
域
事
務
所

　
☎ 

０
８
６
│
４
２
２
│
７
３
５
８

●
開
催
日
時

　
①
９
月
30
日
㈰
　
９
時
〜
12
時

　
②
10
月
９
日
㈫

　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

※

e

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
修
了
者
は
、
申
し

　
込
み
の
際
に
修
了
者
で
あ
る
こ
と
を

　
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※

こ
ち
ら
の
日
程
以
外
で
も
、
５
名

　
以
上
で
受
講
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

　
随
時
講
習
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

　
は
、
申
込
み
先
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

●
場

　
　所
　

　
①
笠
岡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
②
浅
口
市
ふ
れ
あ
い
交
流
館
「
サ
ン

　
パ
レ
ア
」

●
内

　
　容

　
①
講
習
Ⅰ
の
内
容
に
知
識
の
確
認

　
や
技
術
の
評
価
が
加
え
ら
れ
た
講
習

　
②
成
人
の
傷
病
者
に
対
す
る
心
肺

　
蘇
生
法
講
習

※

実
技
が
あ
る
の
で
、
動
き
や
す
い

　
服
装
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　①
９
月
25
日
㈫
　
②
10
月
２
日
㈫

●
申
込
み
先

　
笠
岡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
警
防
課

　
☎
０
８
６
５―

６
３―

７
１
２
２

　
里
庄
町
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
予
約
は
相
談
日
の
１
カ

月
前
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※

原
則
、
相
談
は
年
度
内
に
１
回
限

　
り
（
30
分
以
内
）
と
し
ま
す
。

※

町
行
政
、
医
療
に
関
わ
る
相
談
な

　
ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
開
設
日

　10
月
26
日
㈮

●
開
設
時
間
　
14
時
〜
17
時

●
対 

象 

者

　町
内
に
在
住
の
方

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
企
画
商
工
課 

☎
６
４―

３
１
１
４

●
日

　
　時

　
９
月
20
日
㈭
・
10
月
25
日
㈭

　
９
時
〜
12
時

●
場

　
　所

　里
庄
町
福
祉
会
館
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容

　い
じ
め
、
D
V
、
隣
近
所
、
差
別
、

　
相
続
、
売
買
の
問
題
な
ど
、
ど
ん

　
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

●
問
合
せ
先

　
企
画
商
工
課 

☎
６
４―

３
１
１
４

行
政
相
談
・
な
や
み
ご
と

相
談
所（
無
料
・
予
約
不
要
）

　
多
重
債
務
問
題
の
解
決
を
支
援
す

る
た
め
、
岡
山
県
で
は
弁
護
士
・
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日

　
　時

　
９
月
30
日
㈰
・
10
月
28
日
㈰

　
平
成
31
年
３
月
９
日
㈯

　
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時
45
分

●
場

　
　所

　岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
岡
山
市
北
区
南
方
２
丁
目
13―

１

　
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
５
階
（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

●
問
合
せ
先

　
岡
山
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
☎
０
８
６
│
２
２
６
│
７
３
４
６

●
日

　
　時

　
９
月
29
日
㈯

　
13
時
〜
16
時
（
予
約
不
要
）

●
場

　
　所

　浅
口
市
中
央
公
民
館

●
相
談
内
容

　登
記
全
般
、
多
重
債
務
、
ヤ
ミ
金

　
被
害
、
悪
質
商
法
、
自
己
破
産
、

　
貸
金
請
求
、
相
続
、
離
婚
、
賃
貸

　
借
、
遺
言
、
成
年
後
見
な
ど

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
岡
山
県
司
法
書
士
会

　
平
野
次
朗
司
法
書
士
事
務
所

　
☎
０
８
６
５
│
６
９
│
４
３
４
３

広 告

MADOショップ 笠岡店
㈱髙嶋工業  笠岡市四番町３－２６
窓ショップ　笠岡 検 索

窓・ドア・玄関　 リフォームはまわ
りの

専門店におまかせください！

0120-25-3483
その他、窓・ドアのことなら何でもご相談ください！

笠岡シーサイドモール場所

毎週土曜日10：00～18：30時間

相談会実施中！相談会実施中！

プラマードU
今ある窓に内窓を取付けて二重窓に

エコ内窓

省エネ化省エネ化 防音・防犯防音・防犯

水廻りの窓でヒートショック対策水廻りの窓でヒートショック対策

窓の取替・網戸の張替え・鍵の交換・外構工事・ガラスの割れ替え修理など！
女性スタッフによる

ら
の
ページ

Information

知お せ

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
定
員
30
名
）

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

相
　
談

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
不
要・先
着
順
に
受
付
）

岡
山
県
司
法
書
士
会

（
法
の
日
）無
料
法
律
相
談

広 告
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お知らせのページ

広 告

まちの人口
（Ｈ30．７．31現在）
人口　　11,151人
（前月比  -17人）

男　　5,355人
女　　5,796人

世帯　4,461世帯
（前月比 -13世帯）

転 入  14人  出 生  7人
転 出  28人  死 亡 10人

里庄町の犯罪・交通事故発生状況（平成30年７月累計）

そ
の
他
刑
法
犯

詐

欺

器
物
破
損

そ
の
他
の
盗
犯

金

属

盗

車
上
狙
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

万

引

き

そ
の
他
侵
入
盗

事
務
所
荒
ら
し

出
店
荒
ら
し

空

き

巣

２３２３０００
 

１００００ ０
００１０0０００１００００

物
損
事
故

う
ち
死
亡
事
故

人
身
事
故

犯　　　　罪 交通事故
発　生

件　数

町　内
前月比
前年比

９ 1850

０－± ± ± ± ± + ± ± ± － ±+ － +

± ± ± ± + ± ± ± ± ± + ± ±

11 +11
０+ ±４ + 30

０ 0 0 ０ ２ ４ ０ ２ 0 ２ ３ ０ ２

里庄東駐在所　☎64－2110
里庄西駐在所　☎64－3110
玉島警察署　☎086－522－0110

パトロールさとしょうパトロールさとしょう 　行楽シーズンが近づき、家を空けることが多くなりま
す。空き巣や盗難被害が増加するため、防犯対策をしっか
りとしましょう。外出時には施錠を徹底し、窓などが開けっ
放しになっていないか確認するようにしてください。

●
日

　
　時

　９
月
15
日
㈯
・
９
月
16
日
㈰
　
２
日
間

　
10
時
30
分
〜
15
時

●
場
所
・
受
付

　
つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
管
理
棟
内
ホ

　
ー
ル

●
参
加
費

　無
料

●
申
込
み

　
不
要
　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
内

　
　容

　
ク
ラ
フ
ト
平
紐
を
編
み
込
み
、
か

　
わ
い
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

　（
２
日
間
で
先
着
50
名
）

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で

　
も
作
れ
て
楽
し
め
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　 

☎
６
４―

７
２
６
６

　
平
成
31
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

の
健
康
診
断
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

ク
ラ
フ
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

イ
ベ
ン

ト

の

開

催

お
知
ら
せ

す
。

　
里
庄
町
在
住
の
ご
家
庭
に
は
、
９

月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
実 

施 

日

　（東
学
区
）　
10
月
11
日
㈭

　※

耳
鼻
科
健
診
は

　
　
10
月
23
日
㈫
　
里
見
保
育
園

　
　
10
月
25
日
㈭
　
東
幼
稚
園

　（
西
学
区
）　
10
月
４
日
㈭

  ※

耳
鼻
科
健
診
は

　
　
10
月
２
日
㈫
　
か
す
み
保
育
園

　
　
10
月
15
日
㈪
　
西
幼
稚
園

●
実
施
場
所

　（
東
学
区
）
東
小
学
校

　（
西
学
区
）
西
小
学
校

●
実
施
項
目

　耳
鼻
科
・
歯
科
・
眼
科
・
内
科
な
ど

●
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
事
務
局

　 

☎
６
４―

７
２
１
２

　
防
衛
省
倉
敷
地
域
事
務
所
で
は
、
平

成
30
年
度
採
用
の
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

①【
自
衛
官
候
補
生
】

●
募
集
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
学
歴
不
問
）

●
試
験
日
お
よ
び
試
験
場
所

※

詳
細
は
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

就
学
時
健
康
診
断

自

衛

官

募

集

募
　
集

　
く
だ
さ
い
。

②【
防
衛
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校

　（
医
学
科
・
看
護
科
）】

●
募
集
期
間

　
９
月
５
日
㈬
〜
９
月
28
日
㈮

※

詳
細
は
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
防
衛
省
倉
敷
地
域
事
務
所

　
☎ 

０
８
６
│
４
２
２
│
７
３
５
８

●
開
催
日
時

　
①
９
月
30
日
㈰
　
９
時
〜
12
時

　
②
10
月
９
日
㈫

　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

※

e

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
修
了
者
は
、
申
し

　
込
み
の
際
に
修
了
者
で
あ
る
こ
と
を

　
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※

こ
ち
ら
の
日
程
以
外
で
も
、
５
名

　
以
上
で
受
講
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

　
随
時
講
習
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

　
は
、
申
込
み
先
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

●
場

　
　所
　

　
①
笠
岡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
②
浅
口
市
ふ
れ
あ
い
交
流
館
「
サ
ン

　
パ
レ
ア
」

●
内

　
　容

　
①
講
習
Ⅰ
の
内
容
に
知
識
の
確
認

　
や
技
術
の
評
価
が
加
え
ら
れ
た
講
習

　
②
成
人
の
傷
病
者
に
対
す
る
心
肺

　
蘇
生
法
講
習

※

実
技
が
あ
る
の
で
、
動
き
や
す
い

　
服
装
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

　①
９
月
25
日
㈫
　
②
10
月
２
日
㈫

●
申
込
み
先

　
笠
岡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
警
防
課

　
☎
０
８
６
５―

６
３―

７
１
２
２

　
里
庄
町
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
予
約
は
相
談
日
の
１
カ

月
前
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※

原
則
、
相
談
は
年
度
内
に
１
回
限

　
り
（
30
分
以
内
）
と
し
ま
す
。

※

町
行
政
、
医
療
に
関
わ
る
相
談
な

　
ど
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
開
設
日

　10
月
26
日
㈮

●
開
設
時
間
　
14
時
〜
17
時

●
対 

象 

者

　町
内
に
在
住
の
方

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
企
画
商
工
課 

☎
６
４―

３
１
１
４

●
日

　
　時

　
９
月
20
日
㈭
・
10
月
25
日
㈭

　
９
時
〜
12
時

●
場

　
　所

　里
庄
町
福
祉
会
館
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容

　い
じ
め
、
D
V
、
隣
近
所
、
差
別
、

　
相
続
、
売
買
の
問
題
な
ど
、
ど
ん

　
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

●
問
合
せ
先

　
企
画
商
工
課 

☎
６
４―

３
１
１
４

行
政
相
談
・
な
や
み
ご
と

相
談
所（
無
料
・
予
約
不
要
）

　
多
重
債
務
問
題
の
解
決
を
支
援
す

る
た
め
、
岡
山
県
で
は
弁
護
士
・
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日

　
　時

　
９
月
30
日
㈰
・
10
月
28
日
㈰

　
平
成
31
年
３
月
９
日
㈯

　
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時
45
分

●
場

　
　所

　岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
岡
山
市
北
区
南
方
２
丁
目
13―

１

　
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
５
階
（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

●
問
合
せ
先

　
岡
山
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
☎
０
８
６
│
２
２
６
│
７
３
４
６

●
日

　
　時

　
９
月
29
日
㈯

　
13
時
〜
16
時
（
予
約
不
要
）

●
場

　
　所

　浅
口
市
中
央
公
民
館

●
相
談
内
容

　登
記
全
般
、
多
重
債
務
、
ヤ
ミ
金

　
被
害
、
悪
質
商
法
、
自
己
破
産
、

　
貸
金
請
求
、
相
続
、
離
婚
、
賃
貸

　
借
、
遺
言
、
成
年
後
見
な
ど

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
岡
山
県
司
法
書
士
会

　
平
野
次
朗
司
法
書
士
事
務
所

　
☎
０
８
６
５
│
６
９
│
４
３
４
３

広 告

MADOショップ 笠岡店
㈱髙嶋工業  笠岡市四番町３－２６
窓ショップ　笠岡 検 索

窓・ドア・玄関　 リフォームはまわ
りの

専門店におまかせください！

0120-25-3483
その他、窓・ドアのことなら何でもご相談ください！

笠岡シーサイドモール場所

毎週土曜日10：00～18：30時間

相談会実施中！相談会実施中！

プラマードU
今ある窓に内窓を取付けて二重窓に

エコ内窓

省エネ化省エネ化 防音・防犯防音・防犯

水廻りの窓でヒートショック対策水廻りの窓でヒートショック対策

窓の取替・網戸の張替え・鍵の交換・外構工事・ガラスの割れ替え修理など！
女性スタッフによる

ら
の
ページ

Information

知お せ

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
定
員
30
名
）

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

相
　
談

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
不
要・先
着
順
に
受
付
）

岡
山
県
司
法
書
士
会

（
法
の
日
）無
料
法
律
相
談

広 告




